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渡航先での活動内容

研修の目的

もとより児童の精神保健に興味があり、特に医療サービス等が未
発達の地域において児童の精神問題がどのように取り扱われてい
るのかを実際に目で見て確認したいと考えていた。また、前回の研
修でミャンマーを訪問した際には、現地で活動する日本の方々へ
のインタビューを中心としていたため、現地の児童と実際に触れ合
うなどの活動はできておらず、改めて同国に訪問したいと考えてい
た。そして同じ途上国でも医療がまだまだ未発達であるミャンマー
と、比較的発達した国とでどのような差異があるのかについても知
りたいと思い、タイを行先として追加した。

《タイ》 ワットサケオ学校

《ミャンマー》 Dream Train

《ミャンマー》 病院訪問

アンカラ付近に位置するワットサケオ学校はワットサケオ寺院に隣
接しており、その運営費用はほとんどが寺院からの寄付で成り立っ
ている。この学校では約１３００人親元を離れて暮らしており、年齢
層も幼稚園から高校生までと幅広かった。「孤児スクール」と銘打た
れているこの学校の生徒は１０人に1人が親を失っており、その他

の生徒も家庭が貧しいために養うことができず寺院に送られてきた
子たちであった。この学校で約1週間、生徒たちと寝食を共にしなが

ら教壇にたったり、身の回りの世話をしたりしながら、インタビュー等
を通して児童のメンタルヘルスの現状を実際に見聞きした。

学校に行き、一番驚いたことは生徒たちが底抜けに明るく礼儀正し
いことだった。日本の養護施設などでは生徒の非行等が問題となっ
ているが、この学校では非行やいじめなどがほとんどないとのこと
であった。教師が90人に満たないこの学校でそのことを可能にして
いるのは上級生と下級生の“共助システム”であった。

学校を歩いていると特徴的であったのが女子生徒の綺麗に整えら
れた髪であった。下級生は切り整えられ、少しお姉さんになると皆
綺麗に編み込まれていた。また男子学生も様々な髪形で整えられ
ていた。近所や学内に床屋などないこの学校ではすべて上級生が
下級生の身だしなみを整えるという。また上級生は下級生にとって
保護者であり、赤ちゃんのころより身の回りの世話をみてもらってい
る大切な存在であった。困ったことがあるとお互いに助け合う仕組
みが自然と学内にあったため皆が気持ちよく、そして楽しく学校に
通えているのだと生徒の一人が教えてくれた。

しかし一方で愛情不足や愛への渇望という問題も皆が抱えている
のだという。学校に入った直後に大勢の生徒から熱い抱擁やキス
などを受けたが、そういったことが背景にあるのではないかと感じた。

タイは比較的発展しているとはいえ児童の精神保健制度はまだま
だ未発達であった。しかしそのような中でも児童養護施設では共助
によって互いに支えあう仕組みや笑いあう習慣があるため生徒たち
は想像していたよりも遥かに心身ともに健康であり、むしろ他者を思
いやり仲間を大切にすることを彼らから学んだ。

ミャンマー国内のエイズ拡大で両親を亡くし、貧しさから人身売買
の危機に瀕していた子供たちを保護するためにNPOジャパン・ハー
トが創設した児童養護施設Dream Train。この施設で4日ほどボラ

ンティアをさせていただいた。ボランティア内容としてはタイとほとん
ど変わらず、語学の授業を担当したり身辺の世話をしたりなどで
あった。この学校の特徴としては非常に教育熱心で平日の放課後
や休日にも施設内に講師を呼んで授業や補講を行っていた。しか
し生徒たちはタイに比べて内向的、シャイな子が多く簡単には心を
開いてはくれなかった。また基本的に受動的な子どもが多く、大人
の言うことには絶対的に従っていた。職員さんから聞いた話では子
供たちの特徴として向上心があまりなくその日暮らしでよいという
消極的な態度の子が多いとのことであった。また。ミャンマー国内
では心理的な専門職の資格がなく、現地の職員さんはどうしても威
圧的な態度で子供たちに接してしまうため子供たちは受動的になり
がちであるということを聞いた。しかし長く接していくなかで次第に
子供たちも心を開いてくれるようになり歌やダンスを披露してくれた
り一緒に遊んでくれたりということが増えた。その中で身体能力や
記憶力の良さに驚かされた。

またこの養護施設でも上級生と下級生の助け合い制度があり、や
はり非行やいじめといったことはほとんどないのだということを知っ
た。医療制度がかなり未発達で心理カウンセラーなどはもちろんい
るはずのない環境の中、共助することによってたくましく生きている
子供たちの姿に感銘を受けた。

ミャンマーではヤンゴン精神病院を訪問させていただいた。ここで
は看護師1人あたり100人もの患者がいるにも関わらず院内での

問題はほとんど起こらないのであるということを聞いた。これも院
内で患者同士で助け合う体制ができており、軽症の患者が重症
患者の面倒を見ていた。また院内で家庭菜園なども行っており非
常に自由な雰囲気であった。しかし診察できる症状は非常に限ら
れており、この病院は成人限定で現在児童分野の研究を進めて
いるとのことであった。そしてミャンマーにつくや否や私自身も食あ
たりで三日間通院することとなり医療制度を身をもって知ることが
できた。次回があれば食事に留意したい。
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図８：ヤンゴン精神病院の看護師の方々

図９：お世話になったミャンマーの方々 図１０：ヤンゴン精神病院の教授陣と


